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　乳幼児から高齢者までのむし歯予防に欠かせな

いのが、フッ化物を利用したむし歯予防です。

　佐賀県は、保育園・幼稚園・小学校でのフッ化物

洗口が普及して以来、小学生のむし歯の数は減少

しました。しかし、その他の年代ではむし歯で悩ま

れている方が多くいらっしゃいます。むし歯予防に

有効なフッ化物を利用して、むし歯ゼロをめざして

いきましょう。

　日本でも国際基準（ISO）と同じフッ素濃度

（1500ppmF）配合の歯磨き剤が認可されました。

フッ化物配合歯磨き剤を毎日使用することで、とけ

た歯の表面（脱灰）を元に戻し（再石灰化）、むし歯

を効果的に予防します。

　佐賀県では子どものむし歯を減らすために、保

育園・幼稚園・小中学校でのフッ化物洗口の普及に

努めてきました。平成28年度、佐賀県の小学校で

は162校(100%)、中学校では49校(54%)がフッ

化物洗口を行っています。

　フッ化物配合歯磨き剤での歯みがきだけで全て

のむし歯を予防できるわけではありません。

　かかりつけの歯科医院

での定期健診で、フッ化物

塗布に加え、歯科衛生士に

よる正しい歯磨きの仕方

や、食事指導を受けること

で、むし歯予防の効果もア

ップします。

　平成28年度佐賀県の12歳児1人平均むし歯本

数は全国平均0.84本を下回る0.7本で佐賀県は

全国10位でした。

　各その年代に合った、フッ化物を活用する
ことで、むし歯予防に努めましょう。

フッ化物活用による生涯を通じた
むし歯予防のために！！

フッ化物活用による生涯を通じた
むし歯予防のために！！

フッ化物でむし歯予防フッ化物でむし歯予防

（綿球によるフッ化物塗布） 　一般社団法人 佐賀県歯科医師会

３つのケアでむし歯予防３つのケアでむし歯予防

佐賀県の小学生のむし歯は減っています！佐賀県の小学生のむし歯は減っています！

１．ホーム・ケア
（家庭でフッ化物配合歯磨き剤でのハミガキ）

３．パブリック・ケア
（保育園・幼稚園・学校でのフッ化物洗口）

２．プロフェッショナル・ケア
（歯科医院での定期的な健診とフッ化物塗布）

12歳児1人平均むし歯本数
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フッ化物の応用の方法には、

①フッ化物配合歯磨き剤やフッ化物スプレーを
　家庭で使用する『ホーム・ケア』

②歯科医院でのフッ化物歯面塗布を行う
　『プロフェッショナル・ケア』

③学校等でのフッ化物洗口を行う
　『パブリック・ケア』

の3つの予防などがあります。
（詳細は裏面をご参照ください。）

　むし歯は、歯が生え始める0歳から20歳までの未

成熟な歯と、50歳以降の歯周病で歯ぐきから露出

した歯根の部分がなりやすいので、生涯を通じた、

フッ化物によるむし歯予防が大変重要になります。

むし歯の発生要因とその予防法

むし歯原因菌は、糖を分解して酸をつくりだし
ます。その酸が、歯の表面のエナメル質をとか
し、最終的にあながあいた状態がむし歯です。

● 歯の表面からフッ化物が取り込まれ、抵抗力の 

　 強い歯が作られます。

● むし歯は自然には治らないとされていますが、

　初期のむし歯は再度カルシウム等が沈着する（再

　石灰化）ことにより元に戻ることがあり、フッ化

　 物はこの働きを盛んにします。

● フッ化物はむし歯菌の働きを抑制します。

生涯を通じた上手な
                     フッ化物の利用法
生涯を通じた上手な
                     フッ化物の利用法

フッ化物のむし歯予防効果フッ化物のむし歯予防効果

ライフサイクルにおけるむし歯感受性ライフサイクルにおけるむし歯感受性

ミュータンス菌の感染・乳歯萌出

永久歯の萌出（幼若永久歯）

中学生～高校生（食生活の乱れ） 根面の露出

年齢706050403020100

乳　　　歯（臨界 pH5.7～6.2）

幼若永久歯（臨界 pH5.7～6.2）

永　久　歯（臨界 pH5.5～5.7）

根　　　面（臨界 pH5.7～6.2）

pH

　歯垢の磨き残しが多

くなる歯ぐきとの境目、

歯と歯の間、露出した歯

根は、むし歯になるリス

クが高い場所で、フッ化

物のむし歯予防効果が

あります。

（歯と歯ぐきの間のむし歯）

（歯根にできたむし歯） （佐賀県フッ化物洗口　TVスポットCM）

（歯と歯の間のむし歯）


